
こどもの日「第25回 小学生無料乗船キャンペーン」
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国民の祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う日です。

日本海事広報協会 出版部

TEL 03-3552-5034
FAX 03-3553-6580
X @kaijipr

ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ @kaiji_pr
フォローお願いします！

月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。

海のイベント情報
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日本旅客船協会は、こどもの日「第25回小学生乗船無料キャンペーン」を実施しま
す。このキャンペーンは、海洋国・日本の未来を担う子ども達に旅客船・フェリーへ
の乗船機会を提供し、船とのふれあいを通じて船に対する理解を深めてもらうことを
目的として、平成25年から毎年「こどもの日」と「海の日」に実施されています。
参加予定の事業者は48事業者（64航路）で、全国28都道府県の乗り場から乗船でき

ます。
当日は、旅客船の乗船無料の他、様々なイベントを実施する航路も

ありますので、多くの方のご乗船をお待ちしています。
【お問合せ】（一社）日本旅客船協会 TEL：03-3265-9698 FAX:03-3265-9684

【国土交通省海事局】海上安全メールマガジン「うみマガ」の発行について

国土交通省海事局では、旅客船の安全・信頼を高め、船旅振興につなげるための
取り組みとして、令和7年4月より海上安全メールマガジン「うみマガ」を発行して
います。
新制度の解説や、ヒヤリハット事例、事業者の皆さまの

安全の取り組みなど、旅客船の安全につながる情報を読み
やすい内容でお届けします。
旅客船事業者の経営責任者、安全統括管理者、運航管

理者、船長、乗組員、関係団体の方をはじめ、船の安全
にご関心のある方はどなたでもご登録いただけます。
ぜひご購読をお願いいたします！

西日本最大の海事産業展「バリシップ2025」

海のニュース

インフォーママーケッツジャパンは5月22日から24日までの3日間、国際海事展「バ
リシップ2025」を開催します。「バリシップ」は日本最大の海事都市である今治で2年
に1度開かれています。最終日の24日は一般公開日となり、海事業界の魅力を感じるこ
とができるイベントも多数行われます。
【開催期間】令和7年5月22日（木）～5月24日（土）まで
【開催時間】10:00～17：00 ※最終日のみ16:00まで 
【開催場所】テクスポート今治ほか
【 】無料（登録制）
【主 催】インフォーママーケッツジャパン

入 場 料

詳細は
こちら



□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。） □番号変更

社名・団体名（ ） 社名・団体名
（ ）

間違番号 （ ） 変更番号
（ ）

機関誌と海事資料の紹介

海上保安新聞 2025年4月2日号
＜巻頭＞春の異動1422人第2弾～退職者通年並み
で昨年の6％増～
公益財団法人海上保安協会  03-3297-7580

＊配信停止またはFAX番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせくださ
い。
FAXが誤って届いている場合も同様にお知らせください。

2025年「海の日」ポスターコンクール大賞が決定

購読料 1か月 542円（税込み、送料別）
月刊紙・タブロイド判・8ぺージ。
1月1日号、7月1日号は12ページ、一部カラー。

お申込み TEL：03-3552-5034

2  /  2

海洋  2025 APR.  No.932
＜学生特集＞ようこそ われらが母校へ
海洋会  03-6458-8215

港湾  ３月号  Vol.102 March 2025
＜特集＞様々なニーズに応える研究・技術開発

公益社団法人日本港湾協会 03-5549-9575

ＫＡＩＵＮ  海運  2025.4 No.1171
＜特集＞伸びるか船社の重量物輸送

＜ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ＞海外船社との関係構築に加え輸送以外
の事業参入も検討
日本海運集会所  03-5802-8365

日本海事広報協会からお知らせ

海事関係団体等28団体で構成される『国民の祝日
「海の日」海事関係団体連絡会（事務局・日本海事広
報協会）』は、今年で9回目となる「海の日」ポスター
コンクールを実施し、2025年「海の日」ポスターのデ
ザインを公募しました。応募総数1,801点から、審査会
にて、大賞（1点）、優秀賞（2点）、佳作（3点）、奨
励賞（1点）、学校・団体奨励賞（4団体）が決定しま
した。
今回大賞に輝いた西山 侑良さん（岡山県 高校2年 [応

募時]）の作品は、2025年「海の日」ポスターとして7
月の「海の日」を中心に、全国各地約2,000カ所の公共
交通機関や海事関係施設等で掲示される予定です。

新しい「海の日」のキャッチフレーズが決定

に し や ま ゆ ら

国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会では、「海の日」が令和7年で30回目を
迎えるのを機に、新しい「海の日」のキャッチフレーズを募集し、
応募総数5,104点から、西村正明さん（東京都・教員）の作品
「海がつなぐ世界と未来。」を最優秀賞に決定しました。
西村さんの作品は「海の日」30回記念キャッチフレーズとし

てホームページ、ポスター、新聞など「海の日」キャンペーン
に関わるツールや活動に「海の日」のロゴマークとともに活用される予定です。

（公財）日本海事広報協会 事業部
  担当：鈴木、東、岡 TEL:03-3552-5033

【お問合せ】

日本海事広報協会
定期刊行物
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